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2. 1 r観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」中間評価結果

「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」の中間評価で文部科学省からA評価

を受けた。中間評価結果を資料2ー1に中間評価時のプレゼンテーション資料を資料 2-2

に掲載する。

広報活動として、 11月30日に科学技術館(東京)で開催された「平成22年度科学技

術振興調整費シンポジウム」にパネル展示(資料2-3)を行った。

新聞掲載などの波及効果の例として、日本経済新聞(資料 2-4)では、地域の橋や道

路などの安全点検を市民自ら無報酬で担う試みが広がっており、その代表的な実例とし

て、我々の活動が取り上げられた。また、内閣府総合科学技術会議 「社会資本のストッ

クマネジメント技術に関する勉強会報告書J(資料2-5)においては、 E市場システムイ

ノベーションのIII-2産官学民の新しい関係公共の担い手として取り上げられた。
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観光ナガサキを支える“道守男養成ユニット

(実施期間:平成20-24年度)

実施機関:長崎大学(代表者:片峰茂)

連携自治体:長崎県

課題の概要

資料2-1

(中間評価)

県内の自治体職員、建設・コンサルタント業、 NPO、地域住民を対象とし、道路構造施設の維

持管理に携わる“道守n を養成し、“まちおこし"の基盤となるインフラ構造物の再生・長寿命化

に係わる人材を創出する。技術士、診断士、土木施工管理技士等、各公的資格レベルに応じた基

礎知識、応用能力をもっ人材左、一般市民(ボランティア、愛護団体等)を対象として構造物の

日常的な目視点検ができる人材を養成する。講義、実験、実地研修等を組み合せた総合的なコー

スを設置し、また、一般市民に対しては公開講座コースを設定する。本人材養成ユニットをイン

フラ長寿命化センターの任務として位置づけ、終了後も継続的に人材養成事業を実施する。

(1)総合評価(所期の計画と同等の取組が行われている)

地域建設企業のニーズを捉えつつ自治体との連携も密に行いながら、養成人数は目標を超えて

おり、また既設の公的資格の取得者が出ている点などから、人材養成及び拠点形成は所期の許画

に沿って順調に進捗していると評価できる。養成修了者の活動からは、道路構造施設維持管理産

業の振興や観光等他産業への波及効果など、地域再生への貢献も認められる。今後、人材養成コ

ースに地域の中小建設業などからのより多くの参加を呼びかけるとともに、各地域からパランス

のとれた数の自治体職員の参加が得られることにも期待する。ポイント更新制度の継続も含め、

養成修了者が長期にわたって活躍していく仕組みと場を充実させていくことも期待する。

(2)個別評価
①進捗状況

<総合評価 :A>

採択時のコメントに対応しながら、道守コース、特定道守コース、道守補コース、道守補助員

コースの各人材養成コースにおいて目標を上回る養成が行われており、また養成者の知識・技術

レベルから見て、所期の計画どおりに進捗していると評価できる。道路構造施設等の維持管理産

業を地域への経済的な呼び水にするためには、養成された人材が活躍できる環境・システム作り

が肝要であり、今後、地域の産業を支える多くの中小建設企業やそこに属する技術者の更なるレ

ベルアップを図ることを期待する。

②人材養成手法の妥当性

道路構造の維持管理に携わる人材養成コース(道守コース、特定道守コース、道守補コース)

は、段階的にレベルアップ可能なカリキュラムとして構成されており、量的側面だけでなく質的

側面からも地域に必要な人材養成を行う手法として体系的に整備されるなど、人材養成手法は妥

当であると評価できる。受講終了後のアンケート等の結果を人材養成ユニットの運営に反映して

いる点も評価できる。今後に向けて DVDとeーラーニングなどの教育環境の整備を掲げているが、

講義内容をそのまま教材化するのではなく、講義のあり方を工夫してから DVD等の教材化を図る

ことを期待する。さらに、建設企業と自治体双方の受講生を養成していることから、受発注業務
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でのコンブライアンスについては徹底した教育を行うよう配慮すべきである。

③実施体制・自治体等との連携

実施機関の「インフラ長寿命化センター」と運営協議会を中心に、講座会場・実習現場の提供

など長崎県及び地域の建設業界との連携は適切に行われている。また、総合評価落札方式におい

て本人材養成ユニットの修了者の企業への所属が加算点の対象となったことは、自治体行政との

連携が良好であることを示すものであり、実施体制・自治体等との連携は妥当であると評価でき

る。

④人材養成ユニットの有効性

養成修了者が維持管理業務従事者として地域で活躍する機会が増加し、これに伴い道路構造物

の異常通報システムも構築され、その結果として報舎のための「道守シート」も数多く提出され

るなど、本人材養成ユニットは有効に機能しているものと評価できる。また、機関紙「道しるべ」

の定期発行等、地域に対する広報活動も活発に行われている。今後、関連する公的資格との棲み

分けを明確にし、道守の役割が更に増えることを期待する。

⑤継続性・発展性の見通し

長崎大学工学部の「インフラ長寿命化センター」と協力連携体制を取りながら、本養成ユニッ

トを NPO法人化して事業を継続する案は実現の可能性が高く、継続性は期待できるものと評価で

きる。今後、地域企業、住民、各自治体との一体的な連携を図りながら、機関内の協力関係の構

築についても更に効率的に進めることを期待する。実施期間終了後に道守として必要な養成人員

数について、森守、山守、海守などへの発展性も含め、検討を進めることも期待する。

(3)評価結果

総合評価 進捗状況
人材養成手法 実施体制・自治 人材養成ユニ 継続性・発展性

の妥当性 体等との連携 ツトの有効性 の見通し

A a a a a a 
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資料2-2

輔の概要 ー目的自 I 

|事後保全型メンテナンス 11予防保全型メンテナンス|

恒垂F日ベ~盃iÐ . 

にその効果肱? ) 司 V

九」一一一一一--1末書甑fi櫨元骨仕事に |
l 

道路の滴柵提他 -地層に密着した錨持管理..  
・生活道路の鳳常チz.".I? ・技術カアップによる受注・会向上



2－�

11温蹴混 ー臨時的トへの棚田 E 
<lJ直属語憧化，、@温錨@鳳体的予.ce.，人輔宵..，肉'をさらE
検酎するとと

.. 砂 E

... m，lV 

1人材輔轄の妥当憧 M欄①-
11暗闘にレベルアッ7可圃なカリキュラム

-・・量圃噛豊富者へ.，11111 '・a犠曹による接相車両上

道守・助且

-眠・・置を周い....

画幽
l，患遺守フロ，，<タト..1
彊・也実・........保・・圃で歩，，..，...""

国温レベル

技術士憾土{工掌}

コシタリ ト惨断宣
銅栂遭'断士

土木施工管理蟻主

剖遭レベル@賀帽眠・
e量定した同国

温曹憧品醍

'.・・ょ"11・シー目、@伸膚

|弛到

-・~ ~'Æ"，~ .，_ ~'I. I'~.ll三 I t~J，..・・・

各地域に溝湿な〈豊島戚{人間センサーのE置〉

-閣.1竜丸主主主亨司市主三I~量~J "まゆL.I"lo:i ...  

亡コ亘互ゴ 亡豆盃亘コ
.. ・a・~.，いτ@・・ -・円制固~.，いτ@・圃

一一 一一______n 
._. 
2 ロ

酔叫 川

区ご

【冊寝同宣且】
圏曹触れるZと@で・ない
鼻咽血横揖....，τ@嵐
冒怯古奮慣宜ち.再帽に勉
強にな.，t>，

.-. • • ..唯一
【偶圏同軍且1
...，向W:!JlU 曲で.接
指レベル@聞，t，..下@掴
司Jceにも慎宜ョτい志す



2－�

目団.. '1:" ! to"， é叫 '~1~-=:El~~唱="'_("" J;;l J::I圃圃

夏眠鍵7・@アシ令』ト
温・・・・.If事禽

-・・・・・曽事禽で・・にa・".電.・奥行l

."ぃ・ー.=-Xco_
-旭区副....，温・・1t

.r・2・ヨどい，1(0"*)
・・で.，..~.他

-市.町..9. .'"・町道凶ペ』

ll咽Rll'l 固三 rn~1_1，;r')J'1_J ・1C:t:'j おj::: C::II・・・・
畢崎蝿

-・舎惇・事割高;cにおいて・;a守'毒菌〈胃偏
=今 槍婿再生計冨@実現

-・・@鍵g
-・・倉e. ・・【・・・働冒】"..
.鳳肉@すぺτ@自治体，、@・:IJ"書.

.-
蝿肉盆自治体

ボラシティア固体

-本事事ヘO)e掴.力、広幅
-圃官軍帽システムOlII.
.現場cu・創薗)O)担保
..守掴闘員コ-AO)..

ポ，:，;.，.ィア
同体

人相宵威信田τ.~協a

.....，.・土本罰寵厩

， ~'''' •• :~::::t F'~i:r'):t_-t:;，h量-=i i( :~":!')L l: ~ 

Cr>OIIラン歩伊

*;a守シート・幽
*ポラシ，噌ア篇.
*下位コース_.
a・・@橿畠 ，。件

喧喧~ 重車問
週守賀幅 .......1 

合間制ント恒輔 断 固嘩|醐闘

E凶同医定二， 1 ・・Bi']::')1;. Fk-=:l; L!， -1; 1:1 ..  

i!?ijji 

ij!!!i; 



2－�

-~t_.'{~ i. τ..早雪".l0::叫，;1'・・r:J":i'l';~ lO:I __  

<I>:mu生・"・と1，*， II~岨阜県社・ー."シテナシ"
イシヲ，.・・e体.寓曹 |川内Hーター〈岡田事.
'.守11JIJ"~'号必@・a民 |川温守梱凪昆コー':l.J1: 
'.守幅修7・n。省加 11 現.. 也レτ寵彊
・・ι1，τ・掴

両
坦

.暗唱国凪掴同開E
-司..・・



2－�

資料2-3

平成22年度科学技術振興調整費シンポジウム

地域に根ざした人材づくり
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平成20年度採択課題⑫

掛サキを

長崎大学

長崎県

える .:1. 

一」一
j

観光立県である長崎県において重要な道路構造施設の維

持管理に携わる“道守"を養成し、“まちおこし"の基盤となるイン

フラ構造物の再生 ・長寿命化に係わる人材を創出する。県内

の自治体職員、建設 ・コンサJレ空ント業従事者を対象とし、技

術士、診断士、土木施工管理技士等、各公的資格レベルに

3年目

3年目終了時までに、道守、特定道守、道守補、道守補助

員を、累計でそれぞれ2入、B人、 25人、75人養成することを

数値目標とする。

応じた知識と応用力をもっ人材(道守、特定道守、道守補)を

養成するとともに、一般市民(ボランティア、愛護団体等)を対

象としてインフラ矯造物の日常的な目視点検ができる人材(道

守補助員)を養成する。

5年目
5年目終了時までに、道守、特定道守、道守補、道守補助員
在、累計でそれそ'れ4入、 16人、45人、125人養成することを

数値目標とする。養成された人材は、観光地インフラの維持管理

マネジメントにより地域の活性化に貢献するとともに、道守養成

講座自体の事業の継続を担う。

カリキュラム内容・認定後の活動

各コースは講義、演習、実習で構成される。

解体橋梁部材等を用し、て受講生各自が各種点検機器の使用

法や点検結果の分析・評価法について演習を実施する。また、

実習では、橋梁等の実構造物を対象として現場点検を実施する。

専門コース(道守、特定道守、道守補コース)に関しては、特

に離島遠隔地受講者へ配慮し、段階的にレベルアップ可能なカ

リキュラムを構築した。一般市民を対象とした道守補助員コースに

養成状況

本事業の修了実績は、当初目標としていた養成

人数を大幅に上回っている。特に、道守、特定道

守、道守補コースに関しては、 3年自において既に

5年間終了時の最終目線人数を達成している。

本事業の成果

本事業においては、現在までに下記に示す成

果を上げている。

①平成22年度より、長崎県総合評価落札方式に

おいて修了者(道守、特定道守、道守補)の企

業への所属が加算点の対象となった。このことに

より、修了生所属企業の受注機会向上が期待

される。

②離島を含めた長崎県内すべての園、県、市、町

の道路管理者と連携して、道守シートによる「異

常通報システムJを構築した。このことは、地
域住民が社会資本ストyウを維持管理する公共

サ ピスへの参加という観点から画期的な取り

車温みである。

関しては、インフラ構造物のメンテナンスについての啓蒙と劣化

情報の人間センサーとして活躍していただくために、離島を含む

県内各地で出前講座を実施している。

また、修了者の継続的な道守活動を増進するために、道守

シート(道路の異常在知らせる記載シート)の提出、下位コ ス

の講義担当などの所定の活動にポイントを付与することにより、

資絡認定を更新するシステムを構築した。

人材養成手注の時徴 . 
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特定道守:プロジェヲト演習

受前生、大学珊員、県職員、
外御園舗でディスカッション

重望塑4皇塁塁璽
点検および点検シートの作成

通守 :iI守総合潰冒

維持管廻予算を覧定
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プログラム

l2:001 ポスター骨

ト:001 主催者挨拶 主部科学宙科学技術・ 学術政策局長 合同 隆史

来賓挨拶 総合科学技術会議議員 相漂益男

基調講演 「地織イノベーションと人材育成J 八戸高等専門学校校長 井口 泰孝

13.:40 ポスター展示※ 休憩

+実施課題報告@
文部科学宙科学技術 学術政策局科学扱術 ・学術戦時宮 大山真未

ーー ーーーーー・ーーーー ー・・・・・・ーー-------・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・・・a ・・・ a ・ 圃圃圃 ・a ・--------------------. --.‘ 

lH18年度保択| 山割大学大学院医学工学総合研究部 ワイン科学研究センター

ワイン人材生涯養成拠点 ワ千ン人材生涯養成鎚点特任教授
佐藤 充克

|H20年度採択|
14:10 土佐フードビジネスクリエータ一人材創出

高知大学副学長.国際・地i岳連携センター長 受回 ;告之

-----.ー ------------------喧 守晶晶晶晶・------.争・-----. ---. . -. -------------・・...ー

|H18年度採択 |
八戸工業大学社会連』語学術推進室室長

FPD関連次世代型技術者養成ユニット 大学院電子電買 情報工学専攻専喧主在・執短 関秀廃

ーー・・‘・・・・・・----------・晶晶圃』ー・圃圃 ・・ a ・・a ・・・ ・・-------. --匹----・..ー 圃』ーーー・-------・ ‘

l H20年度採択|

戦略的発想能力を持った唐津焼産業人材養成
佐賀大学文化教育学部美術 工芸課程i1t教授 田中右紀

a ・・・・・・・ a ・・・・・・・a・ー..ト 守合圃圃圃圃

l H19年度採択 |

「能登里山マイスター」養成プログラム
金沢大学地i喜連携推進センタ 特任助教 小柴 有理江

ポスター展示* 休憩

国三副 学校法人麻生塾法人本部ディレクタ 松田 美幸

. ---_.晶ー・ ‘・・・・・・ ・・ーー----. ------------合唱..‘.--------・".----・ .‘

北見工業大学地域共同研究センター 教授 有国 敏彦

・--. -------・...干 噌 圃・・・・・ーーーーー・._------ー

肢阜大学 金型創成技術研究センターセンター長.教授 三輪寅

.パネルディスカッション+ ー---. -. -------------. ---唱 ・・・・・・---. -. --. --------+-. -------

司5:40
「地減に根ざした人材づくりJ

島根大学生物資源科学部教授 野中資博

合ー・守+・---. .晶-------ー"・ーーーーーーーーー・ 守----・・・‘・..・.. 

内閣官房地域活性化統合事務局参事官 山田 総一郎

ー.--. ---------------. ---ーー・ ・・・・・ ・・・.-------. --. --. ---

周防大島町町長 椎木巧

.'‘・・・ 圃圃圃 a・a ・・----・-ー 圃圃圃圃 圃圃圃圃 --------. .‘・...砕----

一般杜団法人首都圏産量活性化協会(TAMA協会)事務局長 岡崎 英人

4吋
※1階“2号催物場"にて、「地域再生人材創出拠点の形成jプロヴラム(H18-22年度保択)のポス空ー展示を実施
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ポス今一層長一菅『圃量E牛 A甜個出楓直田輔瞳1-:1ロゲラム

分野 機聞各 課題名 揺択年度

①-， 滋賀県立大学 近江環人地織再生学座 平成1B年度

(!)-2 島根大学 環筑管理修復地織資源活用人材養成ユニット 平成四年度

任}-3 熊本大学 みなまた環境マイスタ 養成プログラム 平成19年度

環境・公共施直
直)-.4 秋田大学 あきたアーバンマイン投稿者葺成プログラム 平成20年度

(!)-5 餓阜大学 社会基盤メ':.17'-ナンスエキスパート聾成 平成四年度

直}-. 長崎大学 観光ナガサキを支える，監守"養成ユーツト 平成四年度

任}-1 二重大学 言権(うま)し圏おこし・二重さきもり盤 平成21年度

(!)-' 京都大学 低炭素都市圏の僧聾をjgう都市宜遇政策後術者の育成 平成引年度

哩H 弘前大学 「医用システム聞宛マイスター」養成畳 平成20年度

o-. 岡山理科大学 おかやま医療機器開発ヲロフェッショナル 平成四年度

地峨匡機・医療機器 喧}-3 循弁大学 緊急被11<匡嫌に強い教急総合医餐成鎚点 平成21年度

O-4 ，召湾エ業高等専門学校 富士山賀匡問機器開発エンジニア餐成プログラム 平成21年度

②』冨 神戸大学 医師 コメディカル統合的人材育成拠点形成 平成21年度

③→ 北見工業大学 新時代工学的農業クリエタ人材創出プラン 平成1B年度

@-. 山形大学 『食農の匠』育成プログフム 平成1B年度

喧ト2 山梨大学 ワイン人材生産養成雛点 平成1B年度

③ ... 鹿児島大学 かごしまルネ3サンスアカデミ 平成1B年度

③-5 得広畜産大学 +勝アグリパイオ車業創出のための人材育成 平成19年度

農業・食品間違
@-o 信州大学 ながのブランド郷土食 平成19年度

③-7 金況大学 「能登星山マイスタ 」養成プログラム 平成19年度

喧同 長崎大学 海洋サィパネティタスと長崎県の水産再生 平成19年度

@-o 高知大学 土佐フドビジネスクリエタ 人材創出 平成20年度

③-'0 大島商船高等専門学桂 山海空コフポレーションみかん島再生クルー 平成四年度

@-11 北海道大学 新水産目海洋部市は」だてを支える人材養成 平成21年度

@-12 東京畠集大学 オホ ックものづ〈り・ビジネス地域創成畳 平成21年度

@-， 八戸工業大学 FPD関違次世代型技術者養成ユヱット 平成1B年度

@-2 般阜大学 次世代金型人材育成拠点の形成 平成1B年度

@-3 飾岡大学 はままつデジタル・マイスタ (HDM)養成プログラム 平成1B年度

@-4 琉球大学 先進・実置結合型π産業人材養成 平成1B年度

争 5 横手大学 2'世紀型ものづ〈り人材諸手マイスター育成 平成19年度

唖ト6 国立天文台 宇宙映像利用Lよる科学文化形成ユニット 平成19年度

④寸 奈良工業高等専門学桂 元気なら組み込みシステム技術者の養成 平成19年度

工業(ものづ〈り1・IT 喧同 阿南工業品等専門学校 徳島県南のLED間違桂術者養成拠点の形成 平成同年度

@-9 仙台高等専門学校 PBしによる組込みシステム技術者の養成 平成20年度

④-'0 山形大学 『世界僚聞の匠』育成プログラム 平成20年度

@-11 僻岡大学 制問系組込システムア キナクト養成ブログラム 平成20年度

@-12 香川大学 211詮記藷向ものづ〈り盤 平成20年度

④-'3 信州大学 信州回調訪圏繍密工業の活性化人材の養成 平成21年度

骨-'4 幹線文学 γジ9'レを活かすアナログナレッジ聾成拠点 平成21年度

@-15 豊図工業高等専門学位 ものづ〈り一気温観エンジニアの養成 平成21年度

@-， 京都工芸繊維大学 伝統銭能と科学銭術の融合による先進的ものづ〈りのための人材育成 平成1B年度

伝統工芸 @-2 北陸先端将学錐術大学院大学 石川伝統工芸イノペタ養成ユ ツト 平成19年度

@-3 佐賀大学 戦略的発想能力を持った唐津銚産業人材餐成 平成四年度

@-， 九州大学 ホールマネジメントエンジニア育成ユーツト 平成19年度

その他
@-:星 豊橋技術科学大学 束三河1了食農先海士益成拠点の形成 平成四年度

⑥4 群馬大学 「多文化共生推進士j養成ユニット 平成21年度

⑥-4 宇都宮大学 里山野生鳥猷管理絵術者養成ブログフム 平成21年度

環捜回公共絡誼 喧ト1 新調大学 朱鷺の島環鳩再生リーダー餐成ユニット 平成22年度

環境公共施設 ([)-2 愛鰻大学 容の圏構称環壇管理高度桂術者隻成継点 平成22年度

工業(ものづくり}・IT ⑦4 神戸大学 企業を牽引する計算科学晶度揖術者の養成 平成22年度

工業[ものづ〈り)・IT 喧ト‘ 東北大学 せんだいスク ル・オブ・デザイン 平成22年度

地均.~割腹.~療被器 ⑦-5 弘前大学 被1;;<医療プロフェγンョナル育成計闇 平成22年度

その他 (/)-5 併岡大学 虫害科学的基礎を持った防盟実務者の養成 平成22年度
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資料2-5

今後の社会資本のストックマネジメント技術の将来展開

社会資本のストックマネジメント技術に関する勉強会

2011年 3月
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社会資本のストックマネジメント技術に関する勉強会

奥村直樹 内閣府総合科学技術会議議員

白石 隆 内閣府総合科学技術会議議員

宮川豊章

秋宗淑雄

市川篤司

大石龍太郎

奥野信宏

小津一雅

香川豊

金津努

川合忠雄

佐藤信義

高橋順ニ

御園良彦

京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻教授

(独)産業技術総合研究所計測フロンティア研究部門部門長

(財)鉄道総合技術研究所理事

(独)土木研究所理事/構造物メンテナンス研究センター長

中京大学総合政策学部教授

東京大学大学院工学系研究科社会基盤専攻教授

東京大学先端科学技術研究センター教授

(財)電力中央研究所参事

大阪市立大学大学院工学研究科機械物理系専攻教授

旭化成(株)生産技術部設備技術担当部長

(独)農業・食品産業技術総合研究機構農村工学研究所農村総合研究部長

(社)日本水道協会専務理事
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m-2産、学、官、民の新しい関係

m-2ー①公共の担い手
社会資本の持続可能性を担保するには、官と民や企業などが協働して社会資本

のストッヲマネジメントを行っていく方法についても検討を始める必要がある。その際、

個人や企業にどのようなインセンティヲを与えられるかが重要である。そして、官と

民の聞の役割分担、責任分担、民の負う責任の軽減などについての検討が必要で

ある。特に、人口減少のなかにあっては、高度経済成長を支えた団塊世代の参加

が重要となる.

「新しい公共』の櫨能には、行政機能の代替、公共領域の補完、民間企業の社会

貢献及び中間支援機能の4つがある。f1Jえば、行政機能の代替あるいは公共領域
の補完として、団塊世代の技術者集団で構成される中立的な組織が社会資本の診

断、検査などを行うことが考えられる。また、民間企業の社会貢献として、PFIの手

法などが考えられる。これら手法を用い、これまで官が主として担ってきた領域を公

に聞いていく必要がある。

目新しい公共由役割

①行政樽能回代替
本来は行政が担うベ曹サ
ービスを、自ら由意志で
住民に提供する活動
②公共領域回補完
行政が担うべきとまでは
言えないが公共的価値田
高いサービスを提供する
活動
③コミニLニティビジネス・民間
企重田社童貢献
民間白色彩が遭い車重に
公共的な価値を賦与して
住民に提供する活動
④中間支援峰能
活動に関係する官と民や
民と民を仲介し、他国団
体を支援する橿能

一新しい公共ー

函表3 新しい公共の機能区分

公俊湖.

①持*Uftlt
@合条種目'"偲.. 。民aalll可患の公棋盤'"配
Q>>偲n楓匁

島器輔編制R 裁.... 

/ 
-醐酬歯による闘.植

E 
E 

'
 

且、、
、

• • 
A4 
h
 

向
• 

、、、同』ιd

$絢動・a
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-長.大牢インフラ轟轟命化センターの取組み

長崎県で k観光立県を推進しているが‘世界遺産候補の教禽"をはじめとして多〈の偏光資
源lま半島や橿島に点在している.己れらを有.的に結び付けるために変遷インフラ網が鐘備され
ているが..しい塩曹環境下にある長蝿県@インフラ傭造物は環旗劣化が進行している. 方.
長崎県@財政状混!主懲し〈、撞殴事案費は削震されお札縄樽管理費についても大帽な増傾l立

見込めな".

インフラ櫛遭網@長寿命化に係取る衛産集創出に買献する亡とになる.一方.温守備動員候補
者( 健市民)に対しては.県肉の道路.河川、港湾などのボランティア量旋回体等を遭じて公
開揖庫を開催し.インフラ構造物の維持.理のE要性について啓厳績揖を行うとともに‘インフラ
暢遭輸の値持管理@チェックポイシ晴.示する.
以上により、インフラ楊温鞠の畏'命化事畿による観光量興企膏産業創出の商面から、長崎
県の財政負担幅線、雇用創出.地鳳再生・活性化を支aーする.

町田田町一一曲割引加すこー…
シートの作成と酎日制川し...

|・“ " •• 掴 崎

，:" 

審
2 

一I ~' 1" 

EE 
嗣 ゆ 判 禍 .

IT • -'. 市

移民22思，.温守補飽・コース.筒
曹のまま割・mら遭曹シ ト.四憲章
し巴率規堕..，測さ札，ぐに県

湿の刀ードレールの割につ凶て

輔があり詮衡の醐剛日，

るuを強〈風じまし"-今後とち
法掃のご活福を幡槽し足いと思い

..ー
ぎた...レても泥叫児.'，シー

トに"してa遣な旬.奮し口リ芝
定日巴温飽・e狸膏であ..央銀貨
.通信抱一線樋L:'611副首するとと
包に今後とちます家.のご路刀奮

a・いB臨し豪雪，
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